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２㹃㸮㸳 

大学リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター㸦85$）の 
外部ネットワークᙧᡂ 

 
 （୸山ᾈᖹ㸦ᮾி㎰工大学研究ᡓ␎センターۑ

 
１．はじめに 

ୡ⏺的な知の大➇த時代にある現代、日本の大学では⤌⧊間の➇த・༠調がᚲ然的にồめられ、また、

グローバル化対ᛂ等、大学が社会をኚえるエンジンになることもồめられることから、自ら大学のᏑᅾ

価್を高めるためのトップࢲウン的な大学ᨵ㠉が㐍められている。そして、ㅖ外ᅜもྵめ、ཝしい㈈ᨻ

事情によるᨻᗓからの研究資金のຠ⋡的な活用、研究プロジ࢙クト࡬の」㞧化した要ồなどを⫼景に、

「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター㸦㹓㹐㸿）」という研究࣐ネジ࣓ント、研究プロジ࢙クト௻画を担

うᑓ門職を配⨨する機関が増ຍしている。⡿ᅜにおける「㹓㹐㸿」は、外部研究資金の⋓得・฼用に関

する事務的なᨭ᥼から、大つᶍなプロジ࢙クトの㐠Ⴀにకう࣐ネジ࣓ント、大学の研究資金⋓得ᡓ␎の

❧᱌等の高ᗘな研究᥎㐍ᨭ᥼・௻画業務までのᗈい㡿域をྵࡴものであり、その仕⤌ࡳは༙ୡ⣖௨上の

Ṕྐにకってᙧᡂされてきた。日本の大学でも㹓㹐㸿という⥲⛠こそ౑ࢃずとも、᪤に⏘学連ᦠや㹒㹊

㹍等のᢏ⾡⛣㌿の仕⤌ࡳはᑟධされ、研究㛤発や科学ᢏ⾡の࣐ネジ࣓ントに関する業務を担うேᮦが多

くᏑᅾしている。また、2010 年๓ᚋから日本にᑟධされてきた「日本∧㹓㹐㸿」は、大学の研究ᡓ␎を

௻画❧᱌・᥎㐍する業務や、研究プロジ࢙クトを新つ❧上ࡆ௻画・㐠Ⴀ業務等を担うᑓ門職としてᮇᚅ

されるഴ向があり、௒ᚋの大学における研究活動の高ᗘ化・活性化にᚲ要な新たなேᮦとしてὀ目され

ている。ここでは、大学における㹓㹐㸿の業務をᩚ理した上で、௒ᚋ㹓㹐㸿が定╔していくためにྲྀり

、き要Ⅼについて、特にಶ々の大学ではなく外部のネットワークᙧᡂによってゎỴできる࡭でいくࢇ⤌

ゎỴしていく࡭き業務内容についてᩚ理・考察することを目的とする。 
 
２．᪥ᮏ∧䠱䠮䠝の組織、ᴗົ 

研究機関における研究࣐ネジ࣓ントは、その対象レ࣋ルや業務範ᅖ等によって、」ᩘの⤌⧊や役職が

Ꮡᅾする。一⯡的にはᅗ 1 のように�1�研究ᡓ␎・௻画㸦機関全యレ࣋ル）、�2�研究᥎㐍㸦部ᒁ・研究室

レ࣋ル）、�3�研究ᨭ᥼㸦研究者ಶ々レ࣋ル）に分㢮される。大学においては、�2�の部ᒁ㛗やラ࣎㛗によ

る研究࣐ネジ࣓ントは͆ᩍဨ 、͇�3�の研究者ಶ々に対する研究࣐ネジ࣓ントは͆事務職ဨ͇によって過

ཤから行ࢃれてきた。また、Ẹ間௻業等との⏘学連ᦠの┒㝯により、そのコーディネーࣙࢩンや知㈈⟶

理、知㈈⛣㌿の࣐ネジ࣓ントは、⏘学連ᦠコーディネーターや㹒㹊㹍等のᢏ⾡⛣㌿ேᮦによって担ࢃれ

てきた。さらに、�1�の大学全యの研究ᡓ␎・௻画は、研究担ᙜ理事を中心として部ᒁ㛗等をྵめた研究

ᡓ␎に関する会㆟యをᙧᡂし、そこでྲྀり⤌まれてきたが、このලయ的なᐇ務を行う日本∧㹓㹐㸿とい

うᑓ門ேᮦもຍえて、業務を㐙行するようになっていきている。すなࡕࢃ、日本∧㹓㹐㸿は研究者ಶ々

やྛ部ᒁの฼┈を㉸え、┤᥋的に自大学の価್向上を㏣ồする役๭をᮇᚅされている。 
 

・ᄂᆮ৆ဦ˟ᜭ

・৆ဦ˖ဒᢿᧉ

(2)ᄂᆮਖ਼ᡶ
・ᄂᆮᅹẆᄂᆮ৑ሁᢿޅ

・Ӳᄂᆮܴ

(3)ᄂᆮૅੲ
・Ӳૅੲᢿᧉ

（ᄂᆮ᝻᣿᧙ᡲẆᄂᆮỶὅἧἻ᧙ᡲẆ

ᅈ˟ᡲઃ᧙ᡲ>産ܖᡲઃԃớ@）

Ṻᄂᆮਃྸ࢘ʙ
Ṻᄂᆮ৆ဦ・˖ဒਃ࢘
・ɶᧈ஖Ⴘ೅のᚨ定
・ᄂᆮ᝻᣿৲᝻のفь
・重点ᄂᆮ᪸؏のоЈ
・ᄂᆮἉἋἘἲ改᪃
・ᄂᆮྵئのἴἝἑ

ṺᢿޅᧈẆἻἮᧈ
Ṽ૙ՃẆᄂᆮᎍ

Ṻ産ܖᡲઃἅὊἙỵ἟ὊἑὊ
ṺᄂᆮૅੲʙѦᎰՃ
（ᄂᆮ᝻᣿ሥྸẆᄂᆮỶὅἧἻሥྸẆ技術
ႻᛩẆ୍ӏ࠼報Ẇឪಅૅੲሁ）
Ṻ高度ݦᧉʙѦᎰՃ
（ჷᝠẆඥѦ・ڎኖẆᄂᆮ͒ྸ・生ԡ͒ྸẆ
（μ保ᨦ᠞Јሥྸሁܤ
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ᅗ１． ୍⯡的な大Ꮫにお䛡る◊✲マネジメント組織、ᴗົ、人ᮦ 



― 523―

２㹃㸮㸳 

大学リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター㸦85$）の 
外部ネットワークᙧᡂ 

 
 （୸山ᾈᖹ㸦ᮾி㎰工大学研究ᡓ␎センターۑ

 
１．はじめに 

ୡ⏺的な知の大➇த時代にある現代、日本の大学では⤌⧊間の➇த・༠調がᚲ然的にồめられ、また、

グローバル化対ᛂ等、大学が社会をኚえるエンジンになることもồめられることから、自ら大学のᏑᅾ

価್を高めるためのトップࢲウン的な大学ᨵ㠉が㐍められている。そして、ㅖ外ᅜもྵめ、ཝしい㈈ᨻ

事情によるᨻᗓからの研究資金のຠ⋡的な活用、研究プロジ࢙クト࡬の」㞧化した要ồなどを⫼景に、

「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター㸦㹓㹐㸿）」という研究࣐ネジ࣓ント、研究プロジ࢙クト௻画を担

うᑓ門職を配⨨する機関が増ຍしている。⡿ᅜにおける「㹓㹐㸿」は、外部研究資金の⋓得・฼用に関

する事務的なᨭ᥼から、大つᶍなプロジ࢙クトの㐠Ⴀにకう࣐ネジ࣓ント、大学の研究資金⋓得ᡓ␎の

❧᱌等の高ᗘな研究᥎㐍ᨭ᥼・௻画業務までのᗈい㡿域をྵࡴものであり、その仕⤌ࡳは༙ୡ⣖௨上の

Ṕྐにకってᙧᡂされてきた。日本の大学でも㹓㹐㸿という⥲⛠こそ౑ࢃずとも、᪤に⏘学連ᦠや㹒㹊

㹍等のᢏ⾡⛣㌿の仕⤌ࡳはᑟධされ、研究㛤発や科学ᢏ⾡の࣐ネジ࣓ントに関する業務を担うேᮦが多

くᏑᅾしている。また、2010 年๓ᚋから日本にᑟධされてきた「日本∧㹓㹐㸿」は、大学の研究ᡓ␎を

௻画❧᱌・᥎㐍する業務や、研究プロジ࢙クトを新つ❧上ࡆ௻画・㐠Ⴀ業務等を担うᑓ門職としてᮇᚅ

されるഴ向があり、௒ᚋの大学における研究活動の高ᗘ化・活性化にᚲ要な新たなேᮦとしてὀ目され

ている。ここでは、大学における㹓㹐㸿の業務をᩚ理した上で、௒ᚋ㹓㹐㸿が定╔していくためにྲྀり

、き要Ⅼについて、特にಶ々の大学ではなく外部のネットワークᙧᡂによってゎỴできる࡭でいくࢇ⤌

ゎỴしていく࡭き業務内容についてᩚ理・考察することを目的とする。 
 
２．᪥ᮏ∧䠱䠮䠝の組織、ᴗົ 

研究機関における研究࣐ネジ࣓ントは、その対象レ࣋ルや業務範ᅖ等によって、」ᩘの⤌⧊や役職が

Ꮡᅾする。一⯡的にはᅗ 1 のように�1�研究ᡓ␎・௻画㸦機関全యレ࣋ル）、�2�研究᥎㐍㸦部ᒁ・研究室

レ࣋ル）、�3�研究ᨭ᥼㸦研究者ಶ々レ࣋ル）に分㢮される。大学においては、�2�の部ᒁ㛗やラ࣎㛗によ

る研究࣐ネジ࣓ントは͆ᩍဨ 、͇�3�の研究者ಶ々に対する研究࣐ネジ࣓ントは͆事務職ဨ͇によって過

ཤから行ࢃれてきた。また、Ẹ間௻業等との⏘学連ᦠの┒㝯により、そのコーディネーࣙࢩンや知㈈⟶

理、知㈈⛣㌿の࣐ネジ࣓ントは、⏘学連ᦠコーディネーターや㹒㹊㹍等のᢏ⾡⛣㌿ேᮦによって担ࢃれ

てきた。さらに、�1�の大学全యの研究ᡓ␎・௻画は、研究担ᙜ理事を中心として部ᒁ㛗等をྵめた研究

ᡓ␎に関する会㆟యをᙧᡂし、そこでྲྀり⤌まれてきたが、このලయ的なᐇ務を行う日本∧㹓㹐㸿とい

うᑓ門ேᮦもຍえて、業務を㐙行するようになっていきている。すなࡕࢃ、日本∧㹓㹐㸿は研究者ಶ々

やྛ部ᒁの฼┈を㉸え、┤᥋的に自大学の価್向上を㏣ồする役๭をᮇᚅされている。 
 

・ᄂᆮ৆ဦ˟ᜭ

・৆ဦ˖ဒᢿᧉ

(2)ᄂᆮਖ਼ᡶ
・ᄂᆮᅹẆᄂᆮ৑ሁᢿޅ

・Ӳᄂᆮܴ

(3)ᄂᆮૅੲ
・Ӳૅੲᢿᧉ

（ᄂᆮ᝻᣿᧙ᡲẆᄂᆮỶὅἧἻ᧙ᡲẆ

ᅈ˟ᡲઃ᧙ᡲ>産ܖᡲઃԃớ@）

Ṻᄂᆮਃྸ࢘ʙ
Ṻᄂᆮ৆ဦ・˖ဒਃ࢘
・ɶᧈ஖Ⴘ೅のᚨ定
・ᄂᆮ᝻᣿৲᝻のفь
・重点ᄂᆮ᪸؏のоЈ
・ᄂᆮἉἋἘἲ改᪃
・ᄂᆮྵئのἴἝἑ

ṺᢿޅᧈẆἻἮᧈ
Ṽ૙ՃẆᄂᆮᎍ

Ṻ産ܖᡲઃἅὊἙỵ἟ὊἑὊ
ṺᄂᆮૅੲʙѦᎰՃ
（ᄂᆮ᝻᣿ሥྸẆᄂᆮỶὅἧἻሥྸẆ技術
ႻᛩẆ୍ӏ࠼報Ẇឪಅૅੲሁ）
Ṻ高度ݦᧉʙѦᎰՃ
（ჷᝠẆඥѦ・ڎኖẆᄂᆮ͒ྸ・生ԡ͒ྸẆ
（μ保ᨦ᠞Јሥྸሁܤ

(1)ᄂᆮ৆ဦ・˖ဒ

 
ᅗ１． ୍⯡的な大Ꮫにお䛡る◊✲マネジメント組織、ᴗົ、人ᮦ 

ᅗ㸰は、㹓㹐㸿の業務全యをಠ▔したものである。その業務の性᱁㸦内部向け㸭対外的）を⦪㍈、そ

の業務の時間的などⅬ㸦短ᮇ的㸭中㛗ᮇ的）をᶓ㍈にྲྀり、主に㸲つの業務⩌として♧している。上グ

でもᩚ理したように、ձ、ղ、ճの業務の一部または全ては、過ཤから᪤にྲྀり⤌まれてきたものであ

る。ただ、これまでの大学における研究࣐ネジ࣓ントは、短ᮇ的な業務・ࢧーࣅスにὀຊしてきたこと

が指᦬されている。ཝしい⤒Ⴀ環境の中にあって、特に自主性、自ᚊ性に基づく機能別分化 1によって

ಶ性、特Ⰽを♧していくᚲ要性がồめられる現ᅾの大学においては、㛗ᮇ的ど㔝で大きな方向を定め、

࣐短ᮇ的・分ᩓᆺの研究、ࡕࢃネジ࣓ントのᐇ᪋が重要である。すな࣐のకうᨵ㠉も㎡さない研究ࡳ③

ネジ࣓ントに、中㛗ᮇ的・集中ᆺの研究࣐ネジ࣓ントをうまくバランスさせることがᚲ要となる。 
౛えࡤ、ղ社会連ᦠ等の研究プロジ࢙クトをᙧᡂする㝿にも、大学全యとして重要であり、特Ⰽも出

せるような௻画❧᱌がồめられる。また、大学を㉸えた大きな課題ゎỴᆺ研究プロジ࢙クト 2㸦コンࢯ

ーࢩア࣒）の௻画❧᱌などもど㔝にධれる࡭きである。この௻画ẁ㝵では、様々な༠ຊ者との連ᦠが㎿

㏿にᚲ要となり、大学の研究࣐ネジ࣓ントを担う㹓㹐㸿がネットワークをᙧᡂし、Ẽ軽に情報交᥮やࣈ

レインストー࣑ング等のディスカッࣙࢩンにྲྀり⤌める状ἣをつくっておくことは、大学にとって᭷ຠ

と考えられる。また、大学の社会的㈐௵を果たすための法௧㡰Ᏺにおける「研究者インテグリティ」の

ࢩ「る⟶理ࢃ外部資金に関」場合や、研究者に研究時間を確保するためのࡴ⤌ネジ࣓ントᨵၿにྲྀり࣐

ステ࣒のᨵၿにྲྀり⤌ࡴ場合など、他大学との༠調が᭷ຠであったり、༠調して資金ᥦ౪者ഃ㸦࢓ࣇン

もྵめたᨵၿ交΅が᭷ຠであったりする場合が多い。この場合࣒ステࢩー等）のࢩン࢙ング・エージࢩ

にも、大学の研究࣐ネジ࣓ントを担う㹓㹐㸿がネットワークをᙧᡂし、ࢩステ࣒ᨵၿに㆟論の上で༠調

することは大学にとって᭷ຠである。さらに、このようなプロジ࢙クトタ定やࢩステ࣒ᨵၿにಀる௻画

を自ᅾにᥦ᱌できる一ே๓の㹓㹐㸿を⫱ᡂするためのスキル・能ຊ㛤発プログラ࣒のᥦ౪等についても、

㹓㹐㸿ネットワークによってタけることがຠ⋡的であるとゝえる。これらの౛のように、日本∧㹓㹐㸿

は大学の価್向上を㏣ồする業務を担うேᮦであるが、ࡴしろ、大学内の活動にのࡳ␃まるのではなく、

㹓㹐㸿の外部ネットワークᙧᡂや活動が᭷ຠとなる場合もᏑᅾすると考えられる。 

ṟἩἿἊỹἁἚ࢟成・ᢃփૅੲ

ੲૅࢽᢿ᝻᣿ྒٳ・

・ᛢ᫆ᚐൿ׹ᄂᆮ˖ဒ・ૅੲ

・ᅈ˟ᡲઃᄂᆮのἅὊἙỵ἟ὊἉἹὅ ᨥ׎）
ᡲઃẆ産ܖᡲઃẆע؏ᡲઃሁ）

・ီ分᣼ᡲઃᄂᆮのἅὊἙỵ἟ὊἉἹὅ
（૨ྸᡲઃẆҔ߻ᡲઃẆᠾՠ߻ᡲઃሁ）
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・ἩἿἊỹἁἚᢃփૅੲ （ʖምሥྸẆỴỸἚἼὊ
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Ἁὅἁἑὅἁܖٻ・ （ἚἕἩ向Ậᛦ௹分析）

・ɶᧈ஖Ⴘ೅の策定

・ᄂᆮ෇ѣ෇ࣱ҄଀策の˖ဒ ᨥᄂᆮのܖ）
ᓦᑻẆἓὊἲἇỶỺὅἋሁ）

ჺ஖ႎ ɶᧈ஖ႎ

ϋᢿ向ẬἇὊἥἋ

対ٳႎಅѦ

 
ᅗ２． ◊✲マネジメントᴗົの分㢮 

                                                   
1 ᖹᡂ 17 年の中ᩍᑂ「ᑗ来ീ⟅⏦」において、大学が᭷する機能としては、ձୡ⏺的研究・ᩍ⫱ᣐⅬ、ղ高ᗘᑓ門職

業ே㣴ᡂ、ճᖜᗈい職業ே㣴ᡂ、մ⥲合的ᩍ㣴ᩍ⫱、յ特定のᑓ門的分㔝㸦ⱁ⾡㸪య⫱等）のᩍ⫱・研究、նᆅ域の生ᾭ

学⩦機会のᣐⅬ、շ社会㈉献機能㸦ᆅ域㈉献㸪⏘学ᐁ連ᦠ㸪ᅜ㝿交流等）の୐つに大別され、ྛ大学はこれらの機能の全

てではなく、一部を保᭷するのが通౛とされている。 
2 ᪩✄田大学でᐇ᪋された、ᮾ日本大㟈⅏の被⅏ᆅ域᚟⯆等に㈉献すると同時に、他ᆅ域での同様な⅏ᐖによる被ᐖの

最ᑠ化等にも㈉献できうる課題にྲྀり⤌ࡴ中㛗ᮇ研究プロジ࢙クト「᪩✄田大学 ᮾ日本大㟈⅏᚟⯆研究ᣐⅬ」の᥎㐍は、

大学におけるⰋい研究࣐ネジ࣓ントࢩステ࣒構築の౛。学内の研究者が対象であるが、⊂自のண⟬を‽ഛし㸦年間最大㸰

㸮㸮㸮୓෇を㸱年間㸸㹕㸿㹑㹃㹂㸿࣏ࢧーターࢬ೜楽部ᨭ᥼）、㟈⅏から 1 か᭶も⤒たない㸲᭶㸲日㹼㸯㸱日までの公ເ、

ᑂ査の結果、「་⒪・೺ᗣ系」「インࣇラ・㜵⅏系」「㒔ᕷ計画・社会ࢩステ࣒系」の㸱プロジ࢙クトで㸵課題を㑅定した。 
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３．እ㒊ネ䝑トワークᙧ成の価値、ᮇᚅ 

๓❶で㹓㹐㸿の外部ネットワークᙧᡂや活動が᭷ຠとなる業務の౛を♧したが、ここでは、この㹓㹐

㸿ネットワークにᮇᚅされる内容㸦価್）のᩚ理をヨࡳる。ᅗ㸱は大学の研究活動における外部ステー

ク࣍ルࢲーをಠ▔的に♧したものである。「行ᨻ」、「௻業」、「社会㸦㹌㹎㹍）」、「大学」が大きなᣓりで

あり、それぞれのලయ的な関ಀ者も♧している。それぞれのステーク࣍ルࢲーに対して、㹓㹐㸿ネット

ワークがᥦ౪できる価್をまとめたものが⾲㸯である。「行ᨻ」からᮇᚅされる価್として、研究࣐ネ

ジ࣓ントに関するᨻ策ᥦゝ、研究࣐ネジ࣓ントに関する自主つไ、「௻業」からᮇᚅされる価್として、

連ᦠプロジ࢙クト௻画、大学の研究活動に関する情報ᥦ౪㸦ᗈ報）、社会㈉献などである。 

˖ಅ

ᅈ˟
ᾝᾟᾞ

ܖٻ

ᘍ૎ 生ܖൟׇ˳ẆἮἻὅἘỵỴẆࠊ

૙Ճ・ᄂᆮᎍẆ
Ӳᆔܖ˟Ẇଐஜܖ術˟ᜭ

ɶځႾ࠻Ẇ૾עᐯ඙˳
ዮӳᅹܖ技術˟ᜭẆ
Ӳᆔݙᜭ˟ẆἧỳὅἙỵ
ὅἂ・ỺὊἊỹὅἉὊ

ᙌᡯಅẆᾘᾣẆՠᅈẆ᣿ᗡẆἅὅἇἽἘỵὅἂẆ
ἉὅἁἑὅἁẆἰἋἳἙỵỴẆἫὅἓἵὊ・ỿἵἦἑἽ

ᅈ˟ᝡྂ
ᨥࣱܖ

術ࣱܖ
ᛯྸࣱ

規Сዼԧ ᝻᣿

 
ᅗ３． 大Ꮫの◊✲活ືにお䛡るステーク䝩ル䝎ー 

 

⾲１ 䠱䠮䠝のእ㒊ネ䝑トワークにᮇᚅされるෆᐜ（価値） 

（対ᝋ） ẰủỦϋܾ（価͌）ࢳᢿ἟ἕἚὁὊἁに஖ٳ・

Ⴚ੗ႎᾉ

（ᘍ૎ồの価͌）
・૎策੩ᚕᾉᄂᆮἰ἟ἊἳὅἚに᧙ẴỦᛦ௹ᄂᆮẆС度改᪃の૾策ử੩ᚕ

[ଐஜのܖٻにấẬỦᄂᆮ෇ѣの̳ყႎễѣ向（ᄂᆮ࿢ؾẆᄂᆮ
෇発度Ẇᄂᆮ成ௐሁのἙὊἑἫὊἋನሰễỄ）Ẇᄂᆮ評価のẝụ૾Ẇ
ᄂᆮᎍのỶὅἘἂἼἘỵẆπႎᄂᆮ᝻᣿のᢃဇС度ễỄ]

・ᐯɼ規Сᾉᄂᆮἰ἟ἊἳὅἚ͒ྸẆಅѦ基準・ỾỶἛἻỶὅẆ機能評価策定ሁ

（ᅈ˟/˖ಅồの価͌）
・ᡲઃἩἿἊỹἁἚ˖ဒᾉᙐૠܖٻᾤᾡᾐにợỦܖٻ᧓ᡲઃἩἿἊỹἁἚ˖ဒẆ
ૼẺễ技術ᄂᆮኵӳの立上げ˖ဒሁ

報࠼報ᾉἝἷὊἋἼἼὊἋሁにợỦ情報੩̓ẆἰἋἅἱửᡫẳẺ࠼・
・ᅈ˟ᝡྂᾉ׎ᨥңщẆᄂᆮ情報の੩̓とᄂᆮ෇発҄の啓発

᧓੗ႎᾉ

（Ӳܖٻ/ᾤᾡᾐồの価͌）
・人材育成ૅੲᾉᾤᾡᾐ෇ѣのἋỿἽởἠỸἡỸのႻʝᄂᧄẆᛐ定С度のᢃ
ဇẆಅѦႻᛩẆ൭人情報のσ有Ẇ׎ᨥʩ්

 
 

４．᪥ᮏにお䛡る䠱䠮䠝のእ㒊ネ䝑トワークᙧ成 

日本における㹓㹐㸿ネットワークは、「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン研究会」がᖹᡂ 21年 2᭶

からスタートしている。毎年の年ḟ大会では、2009 年ᗘ㸦➨ 1 ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸48 ྡ、機関ᩘ㸸28）、

2010年ᗘ㸦➨ 2 ᅇ）㸦参ຍேᩘ 66 ྡ、機関ᩘ㸸37）、2011年ᗘ㸦➨ 3 ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸94ྡ、機関ᩘ㸸

39）、2012年ᗘ㸦➨ 4ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸191ྡ、機関ᩘ 68）と参ຍ者のᛴ増が見られるᅋయである。まだ、

事務ᒁయไもしっかりとした構築がされていない状ἣではあるが、ᚎ々にලయ的な㆟論やయไづくりが

ồめられる。この他、日本のᅜ❧⚾❧のタ⨨ᙧ態を㉸えたResearch Universityによるコンࢯーࢩア࣒
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４．᪥ᮏにお䛡る䠱䠮䠝のእ㒊ネ䝑トワークᙧ成 

日本における㹓㹐㸿ネットワークは、「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン研究会」がᖹᡂ 21年 2᭶

からスタートしている。毎年の年ḟ大会では、2009 年ᗘ㸦➨ 1 ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸48 ྡ、機関ᩘ㸸28）、

2010年ᗘ㸦➨ 2 ᅇ）㸦参ຍேᩘ 66 ྡ、機関ᩘ㸸37）、2011年ᗘ㸦➨ 3 ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸94ྡ、機関ᩘ㸸

39）、2012年ᗘ㸦➨ 4ᅇ）㸦参ຍேᩘ㸸191ྡ、機関ᩘ 68）と参ຍ者のᛴ増が見られるᅋయである。まだ、

事務ᒁయไもしっかりとした構築がされていない状ἣではあるが、ᚎ々にලయ的な㆟論やయไづくりが

ồめられる。この他、日本のᅜ❧⚾❧のタ⨨ᙧ態を㉸えたResearch Universityによるコンࢯーࢩア࣒

として、「学⾡研究᠓ㄯ会」㸦 㹐㹓㸯㸯）がᏑᅾする。参ຍ構ᡂは㸯㸯大学 3に㝈られているが、タスク

のసᡂなどをᥦゝして࣒ースを構ᡂし、㹓㹐㸿のあり方やスキルᶆ‽のసᡂ、研ಟ・ᩍ⫱プログラ࢛ࣇ

いる。さらに、一⯡社ᅋ法ே「大学ᢏ⾡⛣㌿༠㆟会」㸦㹓㹌㹇㹒㹒）でも、毎年のアࣗࢽアル࣑ーティ

ングで㹓㹐㸿についてのセッࣙࢩンをタ定している。2012 年ᗘは 9 ᭶ 15 日に「リࢧーチ・アドࢽ࣑ス

トレーターの未来を考える」というテー࣐で㆟論が行ࢃれた。 

 

５．௒ᚋのᒎ望 

本✏では、㹓㹐㸿の外部ネットワークᙧᡂのᮇᚅ、価್について、その可能性をᩚ理して௬ㄝとして

♧した。௒ᚋ、この௬ㄝの᳨ドを、㹓㹐㸿およࡧそのステーク࣍ルࢲーに対するアンケート調査等の手

法によって精査していく。また、㹓㹐㸿自㌟のスキルアップを目指すネットワーク活動については、そ

の業務のᮇᚅに対してẚ㍑的ⱝ手の㹓㹐㸿が᥇用されてきていること、㞠用ᙧ態を௵ᮇไとしてᑟධし

ている大学が多いことから、そのᚲ要性については論をᚅたないとᛮࢃれる。㹓㹐㸿ネットワークの事

務ᒁయไを᪩ᛴにᩚഛし、相஫研㛑のྲྀ⤌ࡳをスタートす࡭きであろう。行ᨻや௻業/社会に対する┤᥋

的な価್のᥦ౪については、ලయ的にྲྀり⤌ࡴテー࣐のඃඛ㡰఩をグランドデザインやロード࣐ップ等

で♧した上で、ヨ行とその᳨ドによる㹎㹂㹁㸿ࢧイクルのບ行を通じて、ᐇ㊶をᅗっていくことがᚲ要

と考えられる。 
最ᚋに、研究ᡓ␎を❧᱌・᥎㐍する㹓㹐㸿が、大学価್の増大や、研究活動の高ᗘ化・活性化のため

にとる࡭きᡓ␎の策定手法、࣐ネジ࣓ント手法等についての᥈究が㹓㹐㸿定╔のためにはᚲ要である。

ලయ的に௨ୗのような㹓㹐㸿に⤡ࡴ調査研究、ケーススタディの᥈究が῝められることを、研究・ᢏ⾡

計画学会のྲྀ⤌ࡳとしてᮇᚅする。 

࠙調査・分析・評価 、分析手法とそのẚ㍑、新たなインパクト評価指ᶆの㛤発ࡳ大学研究ຊのಠ▔・ᙉࠚ

大学研究パ࢛ࣇー࣐ンスのẚ㍑事౛、❧᱌・᥎㐍したᡓ␎の評価など 

࠙研究ᨭ᥼ᡓ␎の❧᱌・ᥦゝྛࠚ大学の特性にᛂじた研究ᨭ᥼ᡓ␎の❧᱌手法、大学研究࢞バࢼンスの

充ᐇ・ᙉ化方法論、」合的な社会ၥ題に対する新たなゎỴ策の❧᱌方法など 

࠙研究ᨭ᥼ᡓ␎の᥎㐍ࠚಶ々の研究者の学⾡研究を活性化させるためのᨭ᥼方策、大学内の研究ຓᡂไ

ᗘ、学内外における異分㔝研究者の連ᦠ方法論、大学のイノ࣋ーࣙࢩン๰出に向けたࢩステᩚ࣒ഛ、大

学におけるパテント⋓得ᡓ␎論、ᆅ域෌生の᰾となる大学ネットワーク化事౛、研究ᡂ果のຠ果的なア

ウトリーチ手法、㹓㹐㸿と資金配分機関等のேᮦとのスキルẚ㍑など 

 

ㅰ㎡ 

㹓㹐㸿の外部ネットワークᙧᡂは、➨ 4 ᅇ「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン研究会」㸦2012 年 9

᭶ 4日㛤ദ）におけるワークࣙࢩップでྲྀり上ࡆたテー࣐であり、ワークࣙࢩップヰ題ᥦ౪者であった

ྡ古ᒇ大学Ṋ田✨ඛ生、ி㒔大学田中⪔ྖඛ生、ラ࣏ルトࢗールであったி㒔大学白井ဴဢ༤ኈをはじ

め、会場とのディスカッࣙࢩンを㋃まえたものであり、本発⾲もその結果に౫ᣐしていることをグして

ㅰ意を⾲明する。ただし、本発⾲の㈐௵はあくまで発⾲者が負うものである。 
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